浦尻貝塚市民検討会のまとめ

（１）浦尻貝塚とは？

「縄文時代のなりわいや自然環境を伝える福島県の大規模貝塚」（指定時報道資料から）

  ⇒ 地域の歴史の原点となる、自然に育まれた人の生活を、今に伝える代表的な遺跡

（２）浦尻貝塚の良いところ、活かしたいことのキーワード

・遺跡に関すること
縄文、貝塚

・立地環境に関すること
海、良好な景観、緑が多い

・活用に関すること
学習、植栽、ガイダンス（博物館・資料館）
（３）比較的多く見られるキーワード

・遺跡に関すること
竪穴住居、古墳

・立地環境に関すること
周辺に人家が少ない（開発されていない、のんびりとした空間）、広い
・活用に関すること
案内板、復元・再現、体験、子どもが遊ぶ、バリアフリー、スポーツ、キャンプ、避難場所
（４）浦尻貝塚の整備で行いたいことのまとめ
※  太字が要望の強い事項

1 地域を代表する縄文遺跡の情報発信と歴史空間づくり

⇒
貝塚の展示、竪穴住居の復元、ガイダンス施設、古環境の復元（植栽）、

古墳の復元、生活の場から分離した場（異空間）、大悲山の石仏など周辺遺跡・名所と一体となった見学
2 海の眺めと豊かな緑の環境を保全・創出

⇒
海の眺望、かつて浦であった田園風景、地域に育まれた町なみなどの浦尻貝塚からの歴史的景観、緑豊かな遺跡・地域の環境を保全・創出。

3 自然と遺跡が一体となった学習の場づくり

⇒
自然と遺跡を通して、現代の暮らしを振り返る体験学習の場。樹木・景観・復元建物・貝塚・展示物・ガイダンスがリンクし、体感する学習の場。
4 年代層を越えて、みんなが集う快適な場所づくり
⇒
バリアフリー、子どもも遊べる、年配者もくつろげられる、ゴミを落とさない、日陰をつくる、木製の工作物（ベンチ等）、見晴台、東屋、最低限の遊具
5 さまざまな利用

防災避難所、地元住民が利用できるスペースの確保、太陽光発電

6 市民参加

地域の支援組織づくり、ボランティアの推進
（５）具体的に必要とされるもの
①  貝層展示施設    現地性を高めたリアルな表現で断面等の展示。
②  竪穴住居復元    シンボルとして、展示物として設置。周辺は縄文時代のムラを体感できる空間とする。
③  ガイダンス施設  
4 浦尻貝塚の解説、出土品の展示、体験学習、小学校２クラス程度の雨天時の利用に対応したもの。また、倉庫、ボランティア活動の拠点としての機能も併設。
5 縄文の森（学習できる森）

  継続的な植栽と管理により、縄文の森を復元。現代の森と対比させ、学習機能を持たせる。
6 広場

  体験学習や親子連れなどが遊びやスポーツをすることができるもの（一部芝生）。災害時には、避難場所としても利用できるものとする。

7 海、山の展望

  海と山を展望できるビューポイントの設置。景観を重視した伐採、植栽。

8 古墳の復元

  縄文時代と混同しないように配慮した上で、復元。

9 森で遊ぶ遊具

  伐採木などを利用した縄文のイメージを壊さない遊具（アスレチック、ツリーハウスなど）の設置。

10 体験学習の実施

  弓矢体験など、遺跡と自然を利用した体験学習を実施する。

11 屋外トイレ  ガイダンス施設閉鎖時の利用に対応。

12 駐車場  大型バスに対応。北東側（サブ）と南西側（メイン）２箇所の設置
13 園路  ユニバーサルデザインとなる園路、動線を確保。ウォーキング等に利用できる周遊的な散策道も確保。
14 多目的なスペース  南側の道路に面して適度な維持管理をした平坦面を設け、イベントなどの利用に供する。
15 アプローチゾーン  南側の道路沿いは来訪者にとって不快感を与えないような植栽や歩道等の設置を行う。

16 他の史跡や社会教育施設との連携  博物館、桜井古墳公園等と一体となったPR等

17 他事業との連携  観光、産業等の他の事業との連携した事業を検討する。

（６）整備上の注意事項
①  整備はできるだけシンプルなものとする。必要以上に凝ったものにしない。

2 史跡整備の目的に沿ったもの以外はあまりつくらない。

3 学習内容は、現代の暮らしを自然と遺跡を通して振り返ることができるものとしていく。

4 建造物、設置物は縄文時代のイメージを壊さないものとする。

5 塩害を想定するなど維持経費が必要以上にかからないこととする。

6 市民が参加できる事業を行う。

7 維持管理体制は地域住民との協議のうえ、協力を得て行っていく。
（７）ゾーニング（案）  ３グループ分  別紙参照
（８）掲げられた課題

①  史跡見学の目的だけで、人が来るか。または、リピーターはできるのか。

②  交通手段が十分とはいえない。

③  継続的な維持、管理が可能か。







